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行政支援情報

適用範囲
県内黒毛和種繁殖経営農家において、自給飼料の活用を推進する普及指導員等の指導活動に活用。

普及上の留意点

試験全期間の体重の推移は、慣行法とデントコーンサイレージ給与法及び慣行法と圧ぺんモミ給与法で有
意差はなく、体高、胸囲、腹囲についても全期間有意差がなかったことから、ＴＤＮベースで２５％のデント
コーンサイレージと重量ベースで２５％の圧ぺんモミを代替給与しても慣行の濃厚飼料給与法と遜色ない発
育が得られる（図１、図２、表１、表２）。

デントコーンサイレージは水分含量が７２．８％と高いため現物摂取量が増加し、そのため粗飼料摂取量が
圧ぺんモミ給与法に比べて少なくなったことが、全体の乾物摂取量の差として現れたものと考えられる（表
３、図３）。

１０ヵ月齢で圧ぺんモミ給与法がデントコーンサイレージ給与法に比べ有意に高い増体を示したことは、圧
ぺんモミ給与法の乾物摂取量が多かったためと考えられる。（表１、表４、図３）。

全国和牛登録協会黒毛和種審査標準で定める栄養度は１０ヵ月齢時点で全頭６であったことから、適正な
栄養状態で発育したものと考えられる。

期待される効果

育成用濃厚飼料の２５％は国産飼料で代替できる

要旨

　飼料中の穀類はほぼ輸入に頼っている現状にあり、消費者の安全志向等の観点からも国産飼料の活用に期
待が集まっている。最近では、環境保全の面からバイオエタノール利用が増加し、飼料用の穀類がエネルギー
向けに換わることで飼料の高騰につながっている。そこで、飼料稲から得られ濃厚飼料としての価値を持つ圧ぺ
んモミと、現在、農家で栽培、調製、利用されているデントコーンサイレージを黒毛和種の育成期に濃厚飼料の
２５％を代替給与し、その効果を明らかにした。
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新技術の解説

福島県農業総合センター  畜産研究所沼尻分場

デントコーンサイーレージはＴＤＮベース、圧ぺんモミは重量ベースで、育成期に給与する濃厚飼料の２５％
を代替して給与することが可能となり、国産飼料の自給率向上が図られる。

自家産のデントコーンサイレージの有効利用が図られる。

デントコーンサイレージや圧ぺんモミの代替給与を始める際は、必ず馴致を行う。

濃厚飼料の代替としてデントコーンサイレージを給与する場合は、給与量が少ないため通常より２次発酵に
よる変敗に注意する。
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　表１　体重 単位：㎏

６ヵ月齢 １０ヵ月齢

慣行法 179.3 298.4

ＣＳ給与法 178.4 290.2＊

圧ぺんモミ給与法 193.1 331.8＊

標準発育（上限） 204.4 356.2

標準発育（下限） 147.4 256.8

※CS:ﾃ゙ﾝﾄｺー ﾝｻー ﾚー ｼ゙　＊:同月間p<0.05

※標準発育は日本飼養標準より

　表２　体高・胸囲・腹囲 単位:cm

　（体　高） ６ヵ月齢 １０ヵ月齢

慣行法 103.2 119.8

ＣＳ給与法 104.7 116.5

圧ぺんモミ給与法 103.9 119.6

標準発育（上限） 108.3 121.3

標準発育（下限） 99.9 111.9

　（胸　囲） ６ヵ月齢 １０ヵ月齢

慣行法 129.9 156.2

ＣＳ給与法 126.5 153.9

圧ぺんモミ給与法 132.6 160.8

　（腹　囲） ６ヵ月齢 １０ヵ月齢

慣行法 153.0 181.3

ＣＳ給与法 152.7 176.7

圧ぺんモミ給与法 153.5 186.8

※CS:ﾃ゙ﾝﾄｺー ﾝｻー ﾚー ｼ゙

※標準発育は日本飼養標準より

　表３　供試飼料成分値

ＤＭ ＣＰ 粗繊維 ＡＤＦ ＮＤＦ ＤＣＰ ＴＤＮ Ｃａ Ｐ
育成用濃厚飼料 88.0 16.0 8.0 73.0 0.60 0.40

圧ぺんモミ 86.2 8.4 4.8 5.35 73.8 0.04 0.26
ﾃ゙ﾝﾄｺー ﾝｻｲﾚー ｼ゙(黄熟期) 27.2 2.3 6.4 8.2 13.3 1.33 18.4 0.09 0.10
乾草(OG2番出穂期) 88.5 13.3 27.8 32.7 54.8 8.38 49.9 0.33 0.19

　※2001年版日本標準飼料成分表より
　※圧ぺんモミの品種は「ふくひびき」で、収穫後水分15％に調整し蒸気圧ぺん加工した飼料

現物中　％

図３　乾物摂取量
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図２　体高
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　表４　給与プログラム
５ヵ月齢 ６ヵ月齢 ７ヵ月齢 ８ヵ月齢 ９ヵ月齢 １０ヵ月齢

慣行法 濃厚飼料 2.6 3.2 3.7 4.3 4.9 5.5
ＣＳ給与法 濃厚飼料 1.9 2.4 2.8 3.2 3.7 4.1

デントコーンサイレージ
（ＴＤＮベース）

2.3 2.9 3.3 3.9 4.4 5

圧ぺんモミ給与法 濃厚飼料 1.9 2.4 2.8 3.2 3.7 4.1

圧ぺんモミ
（重量ベース）

0.7 0.8 0.9 1.1 1.2 1.4

※濃厚飼料は体重比１．８％量給与

単位：現物㎏/日/頭

※デントコーンサイレージの給与量は代替した２５％の濃厚飼料のＴＤＮ量と同量になるよう、３．６倍
して給与した。


